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2 箕験目的

国有林苗痢になける砲虫谚Nの灾谊,加卩,’喩虫の様・"生・い 皴ぷと咪璞との関保を明らかに 

し・萊般汙よぴぐ苗手庄による防除方法を確立する。 <

3 前年度までの経過とえられた結果

従来,国有林苗畑にむける存生决虫の分布.:;・よび碩虫渋出©卖熙についてはほとんど不明であ 

った。そこで,やず昭和5 9年貰から各地Q苗烟で,寄生顾虫の愤・泊・ち、よぴその愧出履度•生息 

密壞伝ついて翌竞をあ、こなった。 •

昭和4 〇罗咬决で｛て调在した浒畑は3 1とに示ゴように,髙:和営林局«衲を除く!5尚林ほ管内 

の15 6苗畑である。このうち,史京・前橋•戏不ろ廿オ也;0ついては,’昔内全苗畑について钏 

奄した。なお.・卉方法は昭和う9年2月茂林茱試題瓣で作我した.林・なが职’こむけろ線虫波& 

醐夜罢館‘によった。 •

汐1表 沼和3 9・4 〇年した営林同別怕・畑敬

な林局名 気林壯& 苗畑敌

化 見 2 3
苗 K 2 2
旭 川 2 2
札 缺 7 8
函 館 3 5
宵 森 5 5
秋 田 4 4
前 僑 1 9 2 〇

束 京 1 6 1 8
旻 野 9 11
名占崖 I 1 1 5
大 阪 11 11
鼐 本 5 2 3 4
合 計 1 2 3 I 3 A
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こ6谓洼の裕您.次、ことが:月らう・となノた。

I>主要寄生硬虫

)多占ヴ怅俄,”•内以小.• M:也•的芸'•いて・もっとも検顿至が高いのはネグサレセ 

ンチ,ウである。すなわん ；”£曲;“2そとんどすべてC苗畑で生息が商珍られ•しかも, 

多くの苗畑でもつ生口•渕斜:t他C辭生嚓虫とくらべて目立って高い。大阪・鵜•両営林屈 

滓内苗畑く古、いても,ネグサレセンチュウは务< D萌岫で検出ざれ,その生口.监•建も后;い 

ものカ:多かつ氏

"こ,ネグサレセンチュウ5 探した噗苗囲い;2いつ十べてで寄生が認められ・主要 

1«冲では•スギおよびヒノキでとくに涝匯が烏く,カラマツかよぴトドマツでもほい密既 

で寄生する例が乡い。

これらの結果から,司有林苗畑とくに針集樹遂成苗畑で,もっとも問:箇となるのはネグ 

ナレセンチ、ウであり,今後苗木の域虫岐害の解明は不坦・虫を中心に世わるべ%ものと 

いえ如

な・お、•これ・でにわが’司では9秤のネグサレセンチ;、 ウが泌告されているが,今回の通 

荏忆歩いて検出された、つは,キタネグサレセンチュウ・クルミネグサレセンチュウ・ミナ 

ミネグサレセンチュウの3種である。また,名古牛'尚林用以束の9I苗炯::■»うち,RC 

苗73ではキタネグサレセンチへウのみが険出され,更日本地城にふ、いて本・虫がさわめて 

页要な他觥をしめていることが示された。

b )名古屋歯林局咒内以来〇苗畑で,ネグサレセンチ ウに次いで多く検出されたのはユミ 

ハリセンチュウであり,主耍針薨瓣间めすべてに年生力睥均られ石。衣切根虫は大阪営林 

局管内苗畑においても主婪澤虫と考えられ,能本用奇内苗畑>こえ、いてもしばし;ば辞密度で 

険出される。

なあ、,本ポ線虫としては,針葉圈苗で2根が確紹されていA,

c )この他の主耍探由としては,イシ、クセンチ»ウをはじめとして,オオガタハリセンチ 

”ウ・ラセンセンチュウがあげられる。これらのち:烦のものは 前二者ほど分布は広くん 

いが•時折・特定の苗畑で高密度で検出されるものである。

d )俄作物の主要線虫であるネコブセンチ.ウは,/4ヾ局含内苗畑では眼!住曲・如のうち約半数 

で喰出されたが,その他の地网ではほとんど検出されない。とくに東日本地京では91苗畑 

中わずか「苗词で敵められんにすぎない。この寸虫の検出は,針程钢以外の面作物との閩係 

力:架いと考えられる。

〇)以上述べた梢炒ほか(て.ワセンへウ•ピンセンナ・ウなどが検出されることがあるが.
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険出頻度はごく咬く. H忍,ぞ安も饪い〇

2)兹啓との期係

吊・木の生有不良な甬迥ニハいて.しはLは寄生或虫力:落密;二一峻,匕% n・た。例え•:,火H X 

:猊においてスギ・ヒノキ苟の'女宕百財:多碓寸る苗:ヨで,キク・グサレセ 八ー、ウを七・Z十 

る寄生隔虫の生EJ・苗窿が德い羽合が少なくたかった,しかし一方,苗本»生脊イ:Rな宙対«お 

いて寄生’;!虫の生U帝産が低い倒.,あるいK祁密,;％で寄生刃虫が淡出される、こ§かかわらず苗 

大の生會に目立った咀書が見られない例もLはしば略6ちれた,これらの点から,茵木口・苛 

症状つ原因に対してれ,寄生电虫についての解折を建めるとともに,池の要因,とく •こ咛虫と 

土垠奪原茵との’"連以沏«ついての究期をすろ必安があると考えられる。

5)キクネグサレセンチュウの加出性

束8不地戒でもっといド晚とりえられスキタえクナレセンチ.ウの并藻樹苗木に対する加!: 

性を明らかにするため,イ、婉内のコンクリート製マイクロブロ ’トを使用I.てスギ苗に対す 

る人工接種をおこなった“席咂询の接桶碑虫以は1ブロノト]/况’)あたり約I 0.。 0 〇で, 

初年延当年生前の11月掘取時に糸、けみ寸虫寄生汝は平均約5eり9/根1ダ,次年度岡ープn . 

コクトに床柘した苗の11月珂R理には平佑5.7 0 〇/恨1#であった」このような髙密隹っ 

寄生条件Tにかける苗木の生斉をみると,当年生苗では沛住4 tび生如には紺接種区とあまり 

大ビな差はないが,沒系の発迎程度心骸らかな差があり・償版の生長不良・細恨の演少・白 

根の福夏や萎削が '!立っていた〇床蓉荷に好いては,想虫寄生の好啄は尚若となり,苗后生・xと 

も:竺技蘇区にくらべて若しく小さく,枳系発茂の程麒 とくに地簡曲てお、ける差異.はより一附 

明らかであった。また,接建区だむいては一部芭木:う枯損するもらも発生した。

な埒,キクネグサレセンチュウはほとんどが紺根亿奇生し,径1叩以上の太い根に対する都・ 

< 一部:てすぎたいことも明らかとなった。

4)殺总虫削の皆木の生kてわよぼす影徼について知るた均,,マ應理により殺嗓虫Lた土破に 

各複聲剤を処理して,スギ苗(て対する資塀を胸べた。その括果,クn —リピクリンおよびD- 

D剤施用土也では,若しい徒技現映が谒められ,ラ方,D B C P剤施用土威では生育耕期にむ 

しろわずかたから牛長の阻害が認められた。

発表印刷物J

i)我•宮・靖治:苗木:て辭生するネグナレセソ・• nウ(こついて(予報)7 5回日林大会訥演せ

(19 6 4 '

ii H如司噸台:荀木に春生びるネグサレセンナ宀•>について(予沱)嫁虫・生か苗木の生斉に
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わよぽ・北補2)7 6回・一大諄・漁曝( 5 9 4 5)

(ii)は;u一彦・存1奇:'4代:、グ<レセン-尸」ウ)％0.她・コ、・ける吊り床奇つ生白について,

日林5西•艾佛〔!° 65 )

iV.E泓"：5" W 孙ヤ虫・つ分布く予報)7 7: …、・:商电【1966)

4 41年度の餘験経過と結果

I)5.ぜ芯”观として.大成,林砌南•田辺• 6•吉•津山の4供休・署传内5苗畑 

た。国辺許:’め®市除いて他の4商蜩では,ネグサレ七ンナ、ウ渉飛把占極で怒り,ユミハリセ 

ンチ、ウは全曲成から後出ざれた。この他,涣出の冬»つたもの;:hラセンセンチ、ウ・イシ 

ユクセンチ・ウであり,ほ米"、いY結堤と同牧のH向を示した。

!た,&吉・苗畑では※1y吉・りネグサレセンチ、ウ検出致は,スギ聞・兩ら 4 6 9に对し・ 

アカマッ搆坪hi2 〇で,両樹称間のいちじるIい寄生蝗既の遂兇が示された。

2 ) 土快中のな虫の季湖的消長を知るため,找本骨林咼佐賀営林彩苗畑のヒノキハまぴアカマツ 

仰""末で4月から1n月マで毎月調東した。その紡果,鯉Z虫は発芽^から.龟迎に増加して5 

月頃」爲密握に・迷するが,一方・ネグサレセンチ丄ウなどの寄生な虫は7 ～3月に室性顷髙 

となる。•tた苗木の"職中’•つネグサレセンチ.、ウは月月頃に姫高:官Fこ• £する°

5 )彼害解折の一環として.京郡甘林・苗畑他2カ所のネグサレセンチ、ウの主音十ろ茜蜩で臻

成されたスギ蜡年生苗を,网西支埸苗畑に床好して観察した■Jその贴垛,一見健全苗とみえる 

苗木を床替することによ て・ネゲサレセンチ.・ウが伝尚され床替燃で把珀することカ沛かめ 

られた。 •

4 )ネコブセンチ、ウは民間苗・畑では,時折喰出されおが,司冇^昔爆での拎七はごく少全い。

とくに束R不她找ではほとんど分布していないように忠われる。そこで,不域虫の針菜樹苗に 

対する寄生性を明らかKするために,スギ・アカマツ•カラマソの汽年生苗に対し本為ガラス 

室内で人工接棟をハこなった。その結果 いずれの樹も生行初剛こ移域获の"]1の形说 

が認均られた。

5 )ネグサレセンチ,ウが高滂既で険出される千菜営林曽愛宕山闵畑で,スギ將M床において各 

怦疼制を使用して,防除効果わよび・蔑削の苗木の生以槌、よぼす影"検討した。また,開西 

支場苗畑に好いて.靈剤の連年施J肋商木の生讣にあ、よほす缶ヨを跡:かめるために•クロール 

ピクリンむ.1zびD 13 C P剤を使用し-て試・瑛に:谷手したい

5 こんこの問題点

1)未調査地城,とくに四・冠地方およぴ束北•北海逍地方の米牌依苗畑にお、ける実奶•其査を進W
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我有林苗炯にむける主要缶虫の通航生以次況,綾者状沆をより时らスこナる。｝ ■:. 5：> 

つ点について民間苗炯と国有林萌归との相違を明らか工し,昉斜う基轮?(吶とす,"

2 )ネグザレセンチ ウをど主貶殴虫に・！:る主斐樹神苗木・つ检吿所听％迪玲,・,Fた生た牛 

発生経舟などを明らカイてする。

も)苗大の生洵不貝な苗拓!心”いて寄生双虫か爲密教で検出される場合も少なくない・が,一方, 

その胡度が氏い場合tしばしば以られる。したがって,喫燧症我による.苗・次の被’Eつ真:M欢 

を知歹ためには,ゆ虫と土滅あ原菌との関連統吉をけじめとして,いろいろな面から発生砂E 

の辭析を右、こ歩う必耍カ:ある。

4 )役魚虫頑剤の防除効果ととも亿麼木の生荷に診よぼナ移はの解明。

5 )施虎か・!:ぴ璀肥施用など奇苗手法による寄生嚥虫苗唆の泊忸の検汎
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2 2. のこ:：j璀肥の肥効

1 試験担当者

土礙该生物研究％ :澳时破次 Hlべ定人

2 試哙目的

わカ:国では年耶3 0 。萬conを延える大近の廃貯(.のこ貝,スラワジ,チプブ旧,崩度)が 

生産されているカ:,その多く枝朱利用貢・三として放!性されてん、リ.むしろその処円に困っている 

所さえ少なくない。一方槌林,i果芸方面では.これ诚でQわら,遊焚の透紀は,原科の入手灘・ 

労力〇不足などから,次弟に入手し成くなり,これにかわる製造容以玄仔機質源が強く斐隼され 

ている。

4:研充は,これらの廃け,とくにのこ屑の懺化とその利用,凋発全目的とし一応以下-の項目 

を研究の対魚とするものであるu

1. 廃會の微生物的,化学的あるいは物理的処理方法による唯肥化の研究、

2. 璀肥化に関らナる微生拗粗を探究し,強方な分解茵の余穩,培® 陰観方法の祁究

3. 堆肥分解過程における相成の麦化ならぴに戒品堆肥の化学成分の衍明

4. 堆肥の合理的施与方法ならぴに肥効についての;式験

5. オガ冶堆肥あるいは歷寸の馈生物用培地とLて利用,開拓

3 前年度までの徭過と得られた結果

これまでに,一応廃時に有機質肥料を添加して堆肥化十ることにk均し,1た.製透堆煖用 

いて予備的左肥効試製を実施して,2. 3の知見を得た。その擬理は次のようでるる。

准肥の製造方法

壇材・料:これ唆での多敎の製造例から削沂して.笏1表記載Kよる原は料の組合せが好二しいも 

のと忍われた,

妻中,蠅材"はのこ％ チつブ屑(水分3 0%内外)を対阳としたもので,スラッジ(バルプ廃 

液からとれる細粉樹皮)は水分含彼が6 〇%以上なので,多少乾株させる机乾擞しためこ肩を 

混合・したものを用いる。

なお必要に応じ.添加寸料として,化学肥料,わら,皆血.:鐡・樹カスなども利用する。

械込み:積込みは春から技に行なうことが好性し.く,屋内でほ4 〇 〇 kgfeU-,野外では8 〇 Okg 

以上の原材•料を,内Mをコモで張った木粋の中に.あるいは途中3 QMの髙さごとは薄くわらを 

か・宴せて円錐形に批込む。洗み終ったら雨衣を防ぐため上部をビニール布泰どでお去、いをする。
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